
この試験問題用紙は，再生紙を使用しています。

2
薬
やく

 注
ちゅう 令

れい

和
わ

 8 年
ねん

度
ど

2 級
きゅう

土
ど

木
ぼく

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

検
けん

定
てい

第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

（種
しゅ

別
べつ

：薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

）

次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから解
かい

答
とう

してください。
  【注

ちゅう

　意
い

】
 1．これは第

だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

の試
し

験
けん

問
もん

題
だい

（種
しゅ

別
べつ

：薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

）で， 表
ひょう

紙
し

とも 12 枚
まい

あります。

　　HB の鉛
えん

筆
ぴつ

又
また

はシャープペンシルで，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）に試
し

験
けん

地
ち

・氏
し

名
めい

・受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を
記
き

入
にゅう

してください。

　　受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

は該
がい

当
とう

する数
すう

字
じ

を塗
ぬ

りつぶしてください。（万
まん

年
ねん

筆
ひつ

・ボールペンの使
し

用
よう

は不
ふ

可
か

）
　　解

かい

答
とう

記
き

入
にゅう

欄
らん

は，解
かい

答
とう

番
ばん

号
ごう

を一
ひと

つだけ塗
ぬ

りつぶしてください。
　　解

かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は，消
け

しゴムできれいに消
け

してから訂
てい

正
せい

してください。

 2．問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No. 1～No.29 は選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

です。

　　・問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No. 1～No.18 のうち 16 問
もん

を解
かい

答
とう

してください。（17 問
もん

以
い

上
じょう

解
かい

答
とう

すると減
げん

点
てん

）

　　・問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No.19～No.29 のうち 6問
もん

を解
かい

答
とう

してください。（ 7 問
もん

以
い

上
じょう

解
かい

答
とう

すると減
げん

点
てん

)

　　問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No.30～No.47 は全
ぜん

問
もん

解
かい

答
とう

してください。

 3．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の漢
かん

字
じ

のふりがなは，問
もん

題
だい

文
ぶん

の内
ない

容
よう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えないものとします。

 4．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の余
よ

白
はく

は，計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

してもさしつかえありません。

 5．解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は，いかなる場
ば

合
あい

も持
も

ち帰
かえ

りできません。試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

に直
ちょく

接
せつ

提
てい

出
しゅつ

してから退
たい

室
しつ

して

ください。

 6．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は，試
し

験
けん

終
しゅう

了
りょう

時
じ

刻
こく

（12 時
じ

 40 分
ぷん

）まで在
ざい

席
せき

した方
かた

で，希
き

望
ぼう

者
しゃ

に限
かぎ

り持
も

ち帰
かえ

りを認
みと

め
ます。途

と

中
ちゅう

退
たい

室
しつ

者
しゃ

は，持
も

ち帰
かえ

りできません。

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

記
き に

入
ゅう

例
れい

問題番号 解答記入欄
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【No. 1】 地
じ

盤
ばん

の液
えき

状
じょう

化
か

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴　液
えき

状
じょう

化
か

は，地
じ

盤
ばん

内
ない

からの噴
ふん

砂
さ

や噴
ふん

水
すい

を発
はっ

生
せい

させることがある。

⑵　液
えき

状
じょう

化
か

は，地
ち

下
か

水
すい

位
い

よりも浅
あさ

い地
じ

盤
ばん

で発
はっ

生
せい

する。

⑶　礫
れき

地
じ

盤
ばん

は，間
かん

隙
げき

水
すい

の消
しょう

散
さん

が早
はや

いので液
えき

状
じょう

化
か

は発
はっ

生
せい

しにくい。

⑷　緩
ゆる

く堆
たい

積
せき

した砂
すな

地
じ

盤
ばん

や粒
りゅう

径
けい

の揃
そろ

った砂
すな

地
じ

盤
ばん

は，液
えき

状
じょう

化
か

しやすい。

【No. 2】 土
つち

の粒
りゅう

度
ど

試
し

験
けん

から求
もと

められる値
あたい

や推
すい

定
てい

できる値
あたい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないも

のはどれか。

⑴　土
つち

の粒
りゅう

度
ど

試
し

験
けん

方
ほう

法
ほう

（JIS A 1204：2020）は， 粒
りゅう

径
けい

 75 mm 未
み

満
まん

の土
ど

粒
りゅう

子
し

で構
こう

成
せい

される土
つち

を

対
たい

象
しょう

としている。

⑵　均
きん

等
とう

係
けい

数
すう

は， 粒
りゅう

径
けい

加
か

積
せき

曲
きょく

線
せん

の傾
けい

度
ど

を表
あらわ

すもので，均
きん

等
とう

係
けい

数
すう

の値
あたい

が大
おお

きくなると粒
りゅう

度
ど

分
ぶん

布
ぷ

が狭
せま

くなる。

⑶　Creager（クレーガー）の表
ひょう

や，Hazen（ヘーズン）の推
すい

定
てい

式
しき

によって， 粒
りゅう

度
ど

試
し

験
けん

の結
けっ

果
か

か

ら砂
さ

質
しつ

土
ど

の透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

を推
すい

定
てい

できる。

⑷　土
つち

の細
さい

粒
りゅう

分
ぶん

が増
ま

すと土
つち

の液
えき

状
じょう

化
か

強
きょう

度
ど

が増
ぞう

加
か

するので，N 値
ち

から液
えき

状
じょう

化
か

強
きょう

度
ど

を推
すい

定
てい

する方
ほう

法
ほう

に平
へい

均
きん

粒
りゅう

径
けい

 D50 や細
さい

粒
りゅう

分
ぶん

含
がん

有
ゆう

率
りつ

が用
もち

いられている。

【No. 3】 含
がん

水
すい

比
ひ

の大
だい

小
しょう

によって変
へん

化
か

する土
つち

のコンシステンシーに関
かん

する収
しゅう

縮
しゅく

限
げん

界
かい

，塑
そ

性
せい

限
げん

界
かい

及
およ

び液
えき

性
せい

限
げん

界
かい

の大
だい

小
しょう

関
かん

係
けい

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴　収
しゅう

縮
しゅく

限
げん

界
かい

　＞　塑
そ

 性
せい

 限
げん

 界
かい

　＞　液
えき

 性
せい

 限
げん

 界
かい

⑵　収
しゅう

縮
しゅく

限
げん

界
かい

　＞　液
えき

 性
せい

 限
げん

 界
かい

　＞　塑
そ

 性
せい

 限
げん

 界
かい

⑶　液
えき

 性
せい

 限
げん

 界
かい

　＞　収
しゅう

縮
しゅく

限
げん

界
かい

　＞　塑
そ

 性
せい

 限
げん

 界
かい

⑷　液
えき

 性
せい

 限
げん

 界
かい

　＞　塑
そ

 性
せい

 限
げん

 界
かい

　＞　収
しゅう

縮
しゅく

限
げん

界
かい

※　問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No.1 ～ No.18 までの 18 問
もん

題
だい

のうちから 16 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。
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【No. 4】 土
つち

の透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴　土
ど

粒
りゅう

子
し

径
けい

が大
おお

きいほど，透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

は小
ちい

さい。

⑵　土
ど

粒
りゅう

子
し

間
かん

の間
かん

隙
げき

が小
ちい

さいほど，透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

は大
おお

きい。

⑶　土
つち

の飽
ほう

和
わ

度
ど

が大
おお

きいほど，透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

は小
ちい

さい。

⑷　浸
しん

透
とう

水
すい

の温
おん

度
ど

が高
たか

いほど，透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

は大
おお

きい。

【No. 5】 軟
なん

弱
じゃく

地
じ

盤
ばん

対
たい

策
さく

工
こう

法
ほう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴　薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

は，土
つち

の間
かん

隙
げき

に注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

を注
ちゅう

入
にゅう

することによって地
じ

盤
ばん

を改
かい

良
りょう

し，地
じ

盤
ばん

の透
とう

水
すい

性
せい

の減
げん

少
しょう

， 強
きょう

度
ど

増
ぞう

加
か

及
およ

び液
えき

状
じょう

化
か

防
ぼう

止
し

等
とう

を図
はか

る工
こう

法
ほう

である。

⑵　表
ひょう

層
そう

混
こん

合
ごう

処
しょ

理
り

工
こう

法
ほう

は， 表
ひょう

層
そう

部
ぶ

分
ぶん

の軟
なん

弱
じゃく

なシルト・粘
ねん

土
ど

とセメントや石
せっ

灰
かい

等
とう

の固
こ

化
か

材
ざい

とを攪
かく

拌
はん

混
こん

合
ごう

により改
かい

良
りょう

し，地
じ

盤
ばん

の安
あん

定
てい

やトラフィカビリティーの改
かい

善
ぜん

等
とう

を図
はか

る工
こう

法
ほう

である。

⑶　プレロード工
こう

法
ほう

は，構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

や構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

に隣
りん

接
せつ

する盛
もり

土
ど

等
とう

の荷
か

重
じゅう

と同
どう

等
とう

又
また

はそれ以
い

上
じょう

の盛
もり

土
ど

荷
か

重
じゅう

を載
さい

荷
か

して，砂
すな

地
じ

盤
ばん

の圧
あつ

密
みつ

を十
じゅう

分
ぶん

進
しん

行
こう

させると共
とも

に，地
じ

盤
ばん

の強
きょう

度
ど

増
ぞう

加
か

等
とう

を図
はか

る工
こう

法
ほう

である。

⑷　サンドコンパクションパイル工
こう

法
ほう

は，鋼
こう

管
かん

を貫
かん

入
にゅう

して管
かん

内
ない

に砂
すな

等
とう

を投
とう

入
にゅう

し，振
しん

動
どう

により締
し

め

固
かた

めた砂
すな

杭
ぐい

を地
じ

盤
ばん

中
ちゅう

に造
ぞう

成
せい

することで支
し

持
じ

力
りょく

増
ぞう

加
か

等
とう

を図
はか

る工
こう

法
ほう

である。

【No. 6】 地
ち

下
か

水
すい

位
い

低
てい

下
か

工
こう

法
ほう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴　地
ち

下
か

水
すい

位
い

低
てい

下
か

工
こう

法
ほう

を採
さい

用
よう

する場
ば

合
あい

，地
ち

下
か

水
すい

位
い

の低
てい

下
か

による周
しゅう

辺
へん

井
い

戸
ど

及
およ

び公
こう

共
きょう

用
よう

水
すい

域
いき

への影
えい

響
きょう

ならびに周
しゅう

辺
へん

地
じ

盤
ばん

の隆
りゅう

起
き

と構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

に与
あた

える影
えい

響
きょう

を十
じゅう

分
ぶん

検
けん

討
とう

する。

⑵　地
ち

下
か

水
すい

位
い

低
てい

下
か

工
こう

法
ほう

を採
さい

用
よう

する場
ば

合
あい

，対
たい

象
しょう

とする砂
さ

層
そう

中
ちゅう

に連
れん

続
ぞく

した不
ふ

透
とう

水
すい

層
そう

があると，目
もく

的
てき

と

する水
すい

位
い

低
てい

下
か

の効
こう

果
か

が得
え

られないこともある。

⑶　ウェルポイント工
こう

法
ほう

は，ウェルポイントの打
うち

込
こ

みによる一
いち

様
よう

なサンドフィルタ径
けい

の形
けい

成
せい

やパイ

プ類
るい

の継
つぎ

手
て

部
ぶ

分
ぶん

の気
き

密
みつ

保
ほ

持
じ

，地
ち

表
ひょう

部
ぶ

のシール等
とう

に留
りゅう

意
い

する必
ひつ

要
よう

がある。

⑷　ディープウェル工
こう

法
ほう

は， 重
じゅう

力
りょく

によって地
ち

下
か

水
すい

を集
しゅう

水
すい

してポンプで揚
よう

水
すい

するため，透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

が小
ちい

さくなると重
じゅう

力
りょく

の作
さ

用
よう

のみでは地
ち

下
か

水
すい

の集
しゅう

水
すい

が困
こん

難
なん

となる。
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【No. 7】 小
しょう

口
こう

径
けい

推
すい

進
しん

工
こう

法
ほう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴　各
かく

種
しゅ

の推
すい

進
しん

工
こう

法
ほう

の中
なか

で，掘
くっ

削
さく

可
か

能
のう

な延
えん

長
ちょう

が最
もっと

も長
なが

い。

⑵　推
すい

進
しん

施
せ

工
こう

中
ちゅう

の蛇
だ

行
こう

修
しゅう

正
せい

は不
ふ

可
か

能
のう

である。

⑶　圧
あつ

入
にゅう

方
ほう

式
しき

の場
ば

合
あい

は，操
そう

向
こう

性
せい

のあるパイロット管
かん

を到
とう

達
たつ

坑
こう

まで推
すい

進
しん

し，そのパイロット管
かん

を先
せん

導
どう

管
かん

として圧
あつ

入
にゅう

しながら推
すい

進
しん

する。

⑷　ホリゾンタルオーガー方
ほう

式
しき

の場
ば

合
あい

は，推
すい

進
しん

管
かん

の中
なか

に設
せっ

置
ち

したオーガースクリューを回
かい

転
てん

させ

て，土
ど

砂
しゃ

を搬
はん

出
しゅつ

しながら推
すい

進
しん

する。

【No. 8】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

に用
もち

いる水
みず

ガラスの特
とく

性
せい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴　水
みず

ガラスは，濃
のう

度
ど

が高
たか

いほどゲル化
か

時
じ

間
かん

が短
みじか

い。

⑵　水
みず

ガラスは，温
おん

度
ど

による粘
ねん

度
ど

の変
へん

化
か

が大
おお

きい。

⑶　水
みず

ガラスは，希
き

釈
しゃく

による粘
ねん

度
ど

の変
へん

化
か

が小
ちい

さい。

⑷　水
みず

ガラスは，原
げん

液
えき

ではアルカリ性
せい

である。

【No. 9】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

における注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

の算
さん

定
てい

に用
もち

いる標
ひょう

準
じゅん

的
てき

な注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のう

ち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴　二
に

重
じゅう

管
かん

ストレーナー工
こう

法
ほう

における砂
さ

質
しつ

土
ど

の注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

は，35 ％ 以
い

上
じょう

である。

⑵　二
に

重
じゅう

管
かん

ストレーナー工
こう

法
ほう

における粘
ねん

性
せい

土
ど

の注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

は，40 ％ 以
い

上
じょう

である。

⑶　ダブルパッカ―工
こう

法
ほう

における砂
さ

質
しつ

土
ど

の注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

は，35 ％ 以
い

上
じょう

である。

⑷　ダブルパッカ―工
こう

法
ほう

における粘
ねん

性
せい

土
ど

と砂
さ

質
しつ

土
ど

の互
ご

層
そう

の注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

は，40 ％ 以
い

上
じょう

である。

【No. 10】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

における注
ちゅう

入
にゅう

形
けい

態
たい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴　境
きょう

界
かい

注
ちゅう

入
にゅう

とは，地
じ

盤
ばん

に存
そん

在
ざい

する土
ど

層
そう

の境
きょう

界
かい

面
めん

に沿
そ

って薬
やく

液
えき

が浸
しん

入
にゅう

する注
ちゅう

入
にゅう

形
けい

態
たい

であ

り，軟
なん

弱
じゃく

な粘
ねん

土
ど

層
そう

が存
そん

在
ざい

していると薬
やく

液
えき

が遠
えん

方
ぽう

まで逸
いっ

走
そう

する可
か

能
のう

性
せい

がある。

⑵　浸
しん

透
とう

注
ちゅう

入
にゅう

とは，砂
すな

地
じ

盤
ばん

など透
とう

水
すい

性
せい

が高
たか

い地
じ

盤
ばん

で見
み

られる注
ちゅう

入
にゅう

形
けい

態
たい

であり，間
かん

隙
げき

が注
ちゅう

入
にゅう

さ

れた薬
やく

液
えき

により置
ち

換
かん

される。

⑶　割
かつ

裂
れつ

浸
しん

透
とう

注
ちゅう

入
にゅう

とは，割
かつ

裂
れつ

が吐
と

出
しゅつ

口
ぐち

付
ふ

近
きん

で発
はっ

生
せい

するものの遠
えん

方
ぽう

まで到
とう

達
たつ

せず，やや歪
ひず

んだい

びつな形
けい

状
じょう

となる注
ちゅう

入
にゅう

形
けい

態
たい

である。

⑷　割
かつ

裂
れつ

注
ちゅう

入
にゅう

とは，礫
れき

地
じ

盤
ばん

など透
とう

水
すい

性
せい

が高
たか

い地
じ

盤
ばん

で見
み

られる注
ちゅう

入
にゅう

形
けい

態
たい

であり，亀
き

裂
れつ

内
ない

に薬
やく

液
えき

が

脈
みゃく

状
じょう

に浸
しん

入
にゅう

して進
しん

展
てん

する。
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【No. 11】 懸
けん

濁
だく

型
がた

注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴　硬
こう

化
か

剤
ざい

には，セメントやベントナイト等
とう

を混
こん

合
ごう

した懸
けん

濁
だく

液
えき

が用
もち

いられる。

⑵　地
じ

盤
ばん

の一
いっ

体
たい

化
か

を目
もく

的
てき

として，砂
さ

質
しつ

地
じ

盤
ばん

での薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

に用
もち

いられる。

⑶　地
じ

盤
ばん

の強
きょう

化
か

を目
もく

的
てき

として，軟
なん

弱
じゃく

粘
ねん

性
せい

土
ど

地
じ

盤
ばん

での薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

に用
もち

いられる。

⑷　浸
しん

透
とう

性
せい

よりも注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

の強
きょう

度
ど

を重
じゅう

視
し

する，礫
れき

地
じ

盤
ばん

での薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

に用
もち

いられる。

【No. 12】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

の方
ほう

式
しき

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴　単
たん

管
かん

ロッドの注
ちゅう

入
にゅう

方
ほう

式
しき

は，単
たん

管
かん

ロッドを用
もち

いて削
さっ

孔
こう

を行
おこな

い，削
さっ

孔
こう

完
かん

了
りょう

後
ご

のロッドをそのま

ま注
ちゅう

入
にゅう

管
かん

として使
し

用
よう

する方
ほう

式
しき

で，砂
さ

質
しつ

地
じ

盤
ばん

では十
じゅう

分
ぶん

な改
かい

良
りょう

効
こう

果
か

が得
え

られないため適
てき

さない。

⑵　二
に

重
じゅう

管
かん

ストレーナーの単
たん

相
そう

方
ほう

式
しき

は，ゲル化
か

時
じ

間
かん

を非
ひ

常
じょう

に短
みじか

くして薬
やく

液
えき

の範
はん

囲
い

外
がい

への拡
かく

散
さん

防
ぼう

止
し

を図
はか

る方
ほう

式
しき

で，硬
かた

く締
し

まった砂
さ

質
しつ

地
じ

盤
ばん

及
およ

び礫
れき

地
じ

盤
ばん

の施
せ

工
こう

に適
てき

している。

⑶　二
に

重
じゅう

管
かん

ストレーナーの複
ふく

相
そう

方
ほう

式
しき

は， 短
みじか

いゲル化
か

時
じ

間
かん

の薬
やく

液
えき

による一
いち

次
じ

注
ちゅう

入
にゅう

の後
のち

，二
に

次
じ

注
ちゅう

入
にゅう

で長
なが

いゲル化
か

時
じ

間
かん

の薬
やく

液
えき

を地
じ

盤
ばん

に浸
しん

透
とう

させる方
ほう

式
しき

で，砂
さ

質
しつ

地
じ

盤
ばん

の施
せ

工
こう

に適
てき

している。

⑷　二
に

重
じゅう

管
かん

ダブルパッカーの方
ほう

式
しき

は， 注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

がリークしないようにパッカーを行
おこな

った後
のち

，長
なが

い

ゲル化
か

時
じ

間
かん

の薬
やく

液
えき

を地
じ

盤
ばん

に浸
しん

透
とう

させる方
ほう

式
しき

で，砂
さ

質
しつ

地
じ

盤
ばん

の施
せ

工
こう

に適
てき

している。

【No. 13】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

における注
ちゅう

入
にゅう

時
じ

の数
すう

量
りょう

管
かん

理
り

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれ

か。

⑴　 注
ちゅう

入
にゅう

時
じ

における数
すう

量
りょう

の管
かん

理
り

は，主
しゅ

として自
じ

記
き

流
りゅう

量
りょう

圧
あつ

力
りょく

管
かん

理
り

測
そく

定
てい

装
そう

置
ち

（通
つう

称
しょう

：自
じ

記
き

流
りゅう

量
りょう

計
けい

）により行
おこな

う。

⑵　 2ショット方
ほう

式
しき

による注
ちゅう

入
にゅう

において， 流
りゅう

量
りょう

計
けい

が A 液
えき

側
がわ

のみに設
せっ

置
ち

されている場
ば

合
あい

， 注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

は A 液
えき

，B 液
えき

の注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

が異
こと

なっていても A 液
えき

の記
き

録
ろく

を 2 倍
ばい

して求
もと

める。

⑶　 注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

を確
かく

認
にん

するチャート紙
し

は，目
め

盛
もり

，送
おく

り速
そく

度
ど

，記
き

録
ろく

紙
し

の大
おお

きさ，インクの色
いろ

等
とう

が全
すべ

て

統
とう

一
いつ

されている。

⑷　チャート紙
し

から読
よ

んだ注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

と印
いん

字
じ

された注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

では数
すう

量
りょう

が異
こと

なることがあるが，こ

れは記
き

録
ろく

紙
し

の伸
の

び等
とう

による誤
ご

差
さ

から発
はっ

生
せい

するもので，その誤
ご

差
さ

の範
はん

囲
い

は± 1 ％ 以
い

下
か

である。
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【No. 14】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

における削
さっ

孔
こう

時
じ

の施
せ

工
こう

管
かん

理
り

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴　立
たて

坑
こう

内
ない

で水
すい

平
へい

削
さっ

孔
こう

を行
おこな

う場
ば

合
あい

には，そのまま機
き

械
かい

を設
せっ

置
ち

しても問
もん

題
だい

はないが，足
あし

場
ば

状
じょう

況
きょう

が

悪
わる

い場
ば

合
あい

には，機
き

械
かい

を水
すい

平
へい

に安
あん

定
てい

させるような処
しょ

置
ち

が必
ひつ

要
よう

である。

⑵　施
せ

工
こう

場
ば

所
しょ

が狭
きょう

所
しょ

及
およ

び架
か

空
くう

線
せん

がある場
ば

所
しょ

では，使
し

用
よう

ロッド長
ちょう

を長
なが

くすることや，特
とく

殊
しゅ

な機
き

械
かい

を

使
し

用
よう

する等
とう

の対
たい

策
さく

が必
ひつ

要
よう

である。

⑶　削
さっ

孔
こう

位
い

置
ち

を正
せい

確
かく

に管
かん

理
り

することは，確
かく

実
じつ

な改
かい

良
りょう

効
こう

果
か

を得
え

るためだけでなく，埋
まい

設
せつ

物
ぶつ

に対
たい

する

影
えい

響
きょう

を避
さ

けるためにも必
ひつ

要
よう

である。

⑷　削
さっ

孔
こう

時
じ

に送
そう

水
すい

圧
あつ

が異
い

常
じょう

に上
じょう

昇
しょう

する場
ば

合
あい

は，埋
まい

設
せつ

管
かん

に当
あ

たっていること等
とう

が考
かんが

えられるた

め， 調
ちょう

査
さ

する必
ひつ

要
よう

がある。

【No. 15】 砂
さ

質
しつ

地
じ

盤
ばん

において，内
ない

径
けい

 10 m，外
がい

径
けい

 20 m，深
ふか

さ 10 m の円
えん

筒
とう

形
けい

の領
りょう

域
いき

を対
たい

象
しょう

として

薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

を 行
おこな

う場
ば

合
あい

， 地
じ

盤
ばん

の間
かん

隙
げき

率
りつ

 40 ％， 薬
やく

液
えき

の 充
じゅう

塡
てん

率
りつ

 90 ％， 重
じゅう

要
よう

度
ど

率
りつ

 100 ％ としたときの注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

 λ（％）と注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

 Q（m3）の組
くみ

合
あわ

せとして，正
ただ

しい

ものはどれか。

なお，円
えん

周
しゅう

率
りつ

は 3.14 とし，解
かい

答
とう

の数
すう

値
ち

は小
しょう

数
すう

点
てん

以
い

下
か

を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

したものとする。

 注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

 λ（％） 注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

 Q（m3）

 ⑴　 36     848

 ⑵　 36   1,130

 ⑶　 40     848

 ⑷　 40   1,130
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【No. 16】 下
か

図
ず

は， 1ショット方
ほう

式
しき

の注
ちゅう

入
にゅう

装
そう

置
ち

における注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

の混
こん

合
ごう

方
ほう

式
しき

の基
き

本
ほん

的
てき

な組
くみ

合
あわ

せを

示
しめ

したものであるが，イ～ハの装
そう

置
ち

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものはどれか。

  イ ロ ハ

⑴　流
りゅう

量
りょう

計
けい

   ポンプ   ミキサー

⑵　ミキサー   流
りゅう

量
りょう

計
けい

   ポンプ

⑶　ポンプ   ミキサー   流
りゅう

量
りょう

計
けい

⑷　ミキサー   ポンプ   流
りゅう

量
りょう

計
けい
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【No. 17】 注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

とゲル化
か

時
じ

間
かん

に関
かん

する文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の  　  のイ～ハの語
ご

句
く

の正
せい

誤
ご

の組
くみ

合
あわ

せ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

・砂
さ

質
しつ

地
じ

盤
ばん

においては， 注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

を  イ遅
おそ

く   すると，浸
しん

透
とう

注
ちゅう

入
にゅう

になりやすい。

・砂
さ

質
しつ

地
じ

盤
ばん

においては注
ちゅう

入
にゅう

薬
やく

液
えき

のゲル化
か

時
じ

間
かん

が  ロ長
なが

く  ，地
じ

盤
ばん

の拘
こう

束
そく

圧
あつ

が  ハ大
おお

きい  ほど，

浸
しん

透
とう

注
ちゅう

入
にゅう

になりやすい。

 イ  ロ  ハ

⑴　正
せい

   正
せい

   正
せい

⑵　正
せい

   誤
ご

   誤
ご

⑶　誤
ご

   正
せい

   正
せい

⑷　誤
ご

   誤
ご

   誤
ご

【No. 18】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

事
じ

における現
げん

場
ば

注
ちゅう

入
にゅう

試
し

験
けん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれ

か。

⑴　試
し

験
けん

によって，設
せっ

計
けい

内
ない

容
よう

や条
じょう

件
けん

明
めい

示
じ

項
こう

目
もく

と異
こと

なった結
けっ

果
か

が得
え

られた場
ば

合
あい

は，試
し

験
けん

の結
けっ

果
か

に

沿
そ

った計
けい

画
かく

への変
へん

更
こう

が必
ひつ

要
よう

となる。

⑵　現
げん

場
ば

注
ちゅう

入
にゅう

試
し

験
けん

の試
し

験
けん

項
こう

目
もく

として， 注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

間
かん

隔
かく

， 注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

， 注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

，改
かい

良
りょう

特
とく

性
せい

等
とう

が

ある。

⑶　一
いっ

般
ぱん

に注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

は，あらかじめ限
げん

界
かい

注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

測
そく

定
てい

試
し

験
けん

又
また

は注
ちゅう

入
にゅう

地
じ

盤
ばん

の正
せい

確
かく

な透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

か

ら推
すい

定
てい

した限
げん

界
かい

注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

以
い

下
か

に設
せっ

定
てい

する。

⑷　現
げん

場
ば

注
ちゅう

入
にゅう

試
し

験
けん

の目
もく

的
てき

を大
たい

別
べつ

すると，設
せっ

計
けい

計
けい

画
かく

の妥
だ

当
とう

性
せい

の確
かく

認
にん

と現
げん

場
ば

周
しゅう

辺
へん

住
じゅう

民
みん

への説
せつ

明
めい

用
よう

資
し

料
りょう

の準
じゅん

備
び

に分
わ

けられる。
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【No. 19】 労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

上
じょう

， 常
じょう

時
じ

 10 人
にん

以
い

上
じょう

の労
ろう

働
どう

者
しゃ

を使
し

用
よう

する使
し

用
よう

者
しゃ

が， 就
しゅう

業
ぎょう

規
き

則
そく

に必
かなら

ず記
き

載
さい

しなければならない事
じ

項
こう

のうち，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴　始
し

業
ぎょう

及
およ

び終
しゅう

業
ぎょう

の時
じ

刻
こく

に関
かん

する事
じ

項
こう

⑵　休
きゅう

憩
けい

時
じ

間
かん

に関
かん

する事
じ

項
こう

⑶　賃
ちん

金
ぎん

（臨
りん

時
じ

の賃
ちん

金
ぎん

等
とう

を除
のぞ

く）の支
し

払
はらい

の方
ほう

法
ほう

に関
かん

する事
じ

項
こう

⑷　労
ろう

働
どう

契
けい

約
やく

の期
き

間
かん

に関
かん

する事
じ

項
こう

【No. 20】 労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

上
じょう

，年
ねん

少
しょう

者
しゃ

の就
しゅう

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴　使
し

用
よう

者
しゃ

は，原
げん

則
そく

として，児
じ

童
どう

が満
まん

 15 歳
さい

に達
たっ

した日
ひ

以
い

後
ご

の最
さい

初
しょ

の 3 月
がつ

 31 日
にち

が終
しゅう

了
りょう

するまで，

これを使
し

用
よう

してはならない。

⑵　使
し

用
よう

者
しゃ

は，満
まん

 18 歳
さい

に満
み

たない者
しゃ

を午
ご

後
ご

9 時
じ

から午
ご

前
ぜん

6 時
じ

までの間
あいだ

に使
し

用
よう

してはならない。

⑶　使
し

用
よう

者
しゃ

は，満
まん

 18 歳
さい

に満
み

たない者
しゃ

について，その年
ねん

齢
れい

を証
しょう

明
めい

する戸
こ

籍
せき

証
しょう

明
めい

書
しょ

を事
じ

業
ぎょう

場
じょう

に備
そな

え付
つ

けなければならない。

⑷　使
し

用
よう

者
しゃ

は，満
まん

 18 歳
さい

に満
み

たない者
しゃ

を坑
こう

内
ない

で労
ろう

働
どう

させてはならない。

【No. 21】 労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

上
じょう

，技
ぎ

能
のう

講
こう

習
しゅう

を修
しゅう

了
りょう

した作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

でなければ，事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が就
しゅう

業
ぎょう

させてはならない作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴　掘
くっ

削
さく

面
めん

の高
たか

さが 5 m 以
い

上
じょう

となる地
じ

山
やま

の掘
くっ

削
さく

作
さ

業
ぎょう

⑵　コンクリート造
ぞう

で，その高
たか

さが 5 m 以
い

上
じょう

ある橋
きょう

梁
りょう

上
じょう

部
ぶ

構
こう

造
ぞう

の架
か

設
せつ

又
また

は変
へん

更
こう

の作
さ

業
ぎょう

⑶　土
ど

止
ど

め支
し

保
ほ

工
こう

の切
き

りばり又
また

は腹
はら

起
お

こしの取
とり

付
つ

け又
また

は取
と

り外
はず

しの作
さ

業
ぎょう

⑷　型
かた

枠
わく

支
し

保
ほ

工
こう

の組
くみ

立
た

て 又
また

は解
かい

体
たい

の作
さ

業
ぎょう

※　問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No.19 ～ No.29 までの 11 問
もん

題
だい

のうちから 6 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。
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【No. 22】 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

上
じょう

，建
けん

設
せつ

業
ぎょう

許
きょ

可
か

，建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

及
およ

び施
せ

工
こう

技
ぎ

術
じゅつ

の確
かく

保
ほ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴　軽
けい

微
び

な建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

のみを請
う

け負
お

うことを営
えい

業
ぎょう

とする者
しゃ

を除
のぞ

き，建
けん

設
せつ

業
ぎょう

を営
いとな

もうとする者
しゃ

は，

すべて国
こく

土
ど

交
こう

通
つう

大
だい

臣
じん

の許
きょ

可
か

を受
う

けなければならない。

⑵　建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

は，建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

を締
てい

結
けつ

するに際
さい

して，工
こう

事
じ

の種
しゅ

別
べつ

ごとの材
ざい

料
りょう

費
ひ

，労
ろう

務
む

費
ひ

等
とう

の内
うち

訳
わけ

を明
あき

らかにして見
み

積
つも

りを行
おこな

わなければならない。

⑶　発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

から直
ちょく

接
せつ

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

を請
う

け負
お

った特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

は，下
した

請
うけ

契
けい

約
やく

の請
うけ

負
おい

代
だい

金
きん

額
がく

が政
せい

令
れい

で定
さだ

める金
きん

額
がく

以
い

上
じょう

になる場
ば

合
あい

においては，監
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

を置
お

かなければならない。

⑷　建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

に従
じゅう

事
じ

する者
しゃ

は，主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

又
また

は監
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

がその職
しょく

務
む

として行
おこな

う指
し

導
どう

に従
したが

わなければならない。

【No. 23】 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

上
じょう

，工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

における主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

及
およ

び監
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

の職
しょく

務
む

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

の

うち，正
ただ

しいものはどれか。

⑴　当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の下
した

請
うけ

契
けい

約
やく

書
しょ

の作
さく

成
せい

を行
おこな

わなければならない。

⑵　当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の工
こう

程
てい

管
かん

理
り

を行
おこな

わなければならない。

⑶　当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の下
した

請
うけ

代
だい

金
きん

の見
み

積
つもり

書
しょ

の作
さく

成
せい

を行
おこな

わなければならない。

⑷　当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の工
こう

事
じ

代
だい

金
きん

の支
し

払
はら

いを行
おこな

わなければならない。

【No. 24】 河
か

川
せん

法
ほう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，正
ただ

しいものはどれか。

⑴　河
か

川
せん

法
ほう

上
じょう

の河
か

川
せん

には，ダム，堰
せき

，水
すい

門
もん

，堤
てい

防
ぼう

，護
ご

岸
がん

，床
とこ

止
ど

め等
とう

の河
か

川
せん

管
かん

理
り

施
し

設
せつ

は含
ふく

まれない。

⑵　二
に

級
きゅう

河
か

川
せん

の管
かん

理
り

は，原
げん

則
そく

として，当
とう

該
がい

河
か

川
せん

の存
そん

する市
し

町
ちょう

村
そん

長
ちょう

が行
おこな

う。

⑶　河
か

川
せん

区
く

域
いき

には，堤
てい

防
ぼう

に挟
はさ

まれた区
く

域
いき

と堤
てい

内
ない

地
ち

側
がわ

の河
か

川
せん

保
ほ

全
ぜん

区
く

域
いき

が含
ふく

まれる。

⑷　河
か

川
せん

保
ほ

全
ぜん

区
く

域
いき

は，河
か

川
せん

管
かん

理
り

施
し

設
せつ

を保
ほ

全
ぜん

するために，河
か

川
せん

管
かん

理
り

者
しゃ

が指
し

定
てい

した一
いっ

定
てい

の区
く

域
いき

をいう。
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【No. 25】 建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

上
じょう

，建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の敷
しき

地
ち

と道
どう

路
ろ

に関
かん

する文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の  　  のイ，ロに当
あ

ては

まる数
すう

値
ち

の組
くみ

合
あわ

せとして，正
ただ

しいものはどれか。

・都
と

市
し

計
けい

画
かく

区
く

域
いき

内
ない

の道
どう

路
ろ

は，原
げん

則
そく

として幅
ふく

員
いん

  イ   m 以
い

上
じょう

のものをいい，建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の敷
しき

地
ち

は，

原
げん

則
そく

として道
どう

路
ろ

に  ロ  m 以
い

上
じょう

接
せっ

しなければならない。

 イ ロ

⑴　 3     2

⑵　 3     4

⑶　 4     2

⑷　 4     4

【No. 26】 車
しゃ

両
りょう

制
せい

限
げん

令
れい

上
じょう

，車
しゃ

両
りょう

の最
さい

高
こう

限
げん

度
ど

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，正
ただ

しいものはどれか。

ただし，道
どう

路
ろ

管
かん

理
り

者
しゃ

が道
どう

路
ろ

構
こう

造
ぞう

の保
ほ

全
ぜん

及
およ

び交
こう

通
つう

の危
き

険
けん

の防
ぼう

止
し

上
じょう

，支
し

障
しょう

がないと認
みと

めて

指
し

定
てい

した道
どう

路
ろ

を通
つう

行
こう

する車
しゃ

両
りょう

を除
のぞ

く。

⑴　車
しゃ

両
りょう

の幅
はば

は，3.8 m である。

⑵　車
しゃ

両
りょう

の輪
りん

荷
か

重
じゅう

は，5 t である。

⑶　車
しゃ

両
りょう

の総
そう

重
じゅう

量
りょう

は，30 t である。

⑷　車
しゃ

両
りょう

の長
なが

さは，15 m である。

【No. 27】 騒
そう

音
おん

規
き

制
せい

法
ほう

上
じょう

，指
し

定
てい

地
ち

域
いき

内
ない

において特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

を施
せ

工
こう

しようとする者
しゃ

が，作
さ

業
ぎょう

開
かい

始
し

前
まえ

に市
し

町
ちょう

村
そん

長
ちょう

に届
とど

け出
で

なければならない事
じ

項
こう

として，該
がい

当
とう

しないものはどれか。

⑴　特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の施
せ

工
こう

体
たい

系
けい

図
ず

⑵　特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の騒
そう

音
おん

の防
ぼう

止
し

の方
ほう

法
ほう

⑶　特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の工
こう

事
じ

工
こう

程
てい

表
ひょう

⑷　特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の場
ば

所
しょ

の附
ふ

近
きん

の見
み

取
とり

図
ず
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【No. 28】 騒
そう

音
おん

規
き

制
せい

法
ほう

上
じょう

，建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の規
き

格
かく

等
とう

にかかわらず特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の対
たい

象
しょう

とならない作
さ

業
ぎょう

はどれか。

ただし，当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

がその作
さ

業
ぎょう

を開
かい

始
し

した日
ひ

に終
お

わるものを除
のぞ

く。

⑴　バックホウを使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

⑵　ブルドーザを使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

⑶　さく岩
がん

機
き

を使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

⑷　圧
あつ

入
にゅう

式
しき

杭
くい

打
うち

杭
くい

抜
ぬき

機
き

を使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

【No. 29】 港
こう

則
そく

法
ほう

上
じょう

，船
せん

舶
ぱく

の航
こう

路
ろ

及
およ

び航
こう

法
ほう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴　船
せん

舶
ぱく

は，航
こう

路
ろ

内
ない

においては，並
へい

列
れつ

して航
こう

行
こう

してはならない。

⑵　船
せん

舶
ぱく

は，港
こう

内
ない

においては，防
ぼう

波
は

堤
てい

，ふとうその他
た

の工
こう

作
さく

物
ぶつ

の突
とっ

端
たん

又
また

は停
てい

泊
はく

船
せん

舶
ぱく

を右
う

げんに見
み

て

航
こう

行
こう

するときはできるだけこれに近
ちか

寄
よ

り，航
こう

行
こう

しなければならない。

⑶　船
せん

舶
ぱく

は，航
こう

路
ろ

内
ない

において，他
た

の船
せん

舶
ぱく

と行
い

き会
あ

うときは， 左
ひだり

側
がわ

を航
こう

行
こう

しなければならない。

⑷　航
こう

路
ろ

外
がい

から航
こう

路
ろ

に入
はい

り，又
また

は航
こう

路
ろ

から航
こう

路
ろ

外
がい

に出
で

ようとする船
せん

舶
ぱく

は，航
こう

路
ろ

を航
こう

行
こう

する他
た

の船
せん

舶
ぱく

の進
しん

路
ろ

を避
さ

けなければならない。
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【No. 30】 公
こう

共
きょう

工
こう

事
じ

で発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

が示
しめ

す設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

に該
がい

当
とう

しないものはどれか。

⑴　現
げん

場
ば

説
せつ

明
めい

書
しょ

⑵　現
げん

場
ば

説
せつ

明
めい

に対
たい

する質
しつ

問
もん

回
かい

答
とう

書
しょ

⑶　施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

書
しょ

⑷　特
とっ

記
き

仕
し

様
よう

書
しょ

【No. 31】 下
か

図
ず

は鋼
こう

道
どう

路
ろ

橋
きょう

の一
いっ

般
ぱん

的
てき

な構
こう

造
ぞう

を示
しめ

しているが，イ～ニの橋
はし

の部
ぶ

材
ざい

の名
めい

称
しょう

の組
くみ

合
あわ

せと

して，適
てき

当
とう

なものはどれか。

  イ ロ ハ ニ

⑴　対
たい

傾
けい

構
こう

   下
した

フランジ   補
ほ

剛
ごう

材
ざい

   横
よこ

　桁
げた

⑵　補
ほ

剛
ごう

材
ざい

   支
し

　 承
しょう

   主
しゅ

　桁
げた

   上
じょう

弦
げん

材
ざい

⑶　対
たい

傾
けい

構
こう

   支
し

　 承
しょう

   主
しゅ

　桁
げた

   上
じょう

弦
げん

材
ざい

⑷　横
よこ

　桁
げた

   下
した

フランジ   対
たい

傾
けい

構
こう

   主
しゅ

　桁
げた

※　問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No.30 ～ No.47 までの 18 問
もん

題
だい

は，必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですから全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。
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【No. 32】 建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の特
とく

徴
ちょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴　ラフテレーンクレーンは，走
そう

行
こう

とクレーン操
そう

作
さ

を同
おな

じ運
うん

転
てん

席
せき

で行
おこな

い，大
おお

型
がた

タイヤを装
そう

備
び

し全
ぜん

輪
りん

駆
く

動
どう

式
しき

のため不
ふ

整
せい

地
ち

等
とう

でも走
そう

行
こう

ができるほか，狭
せま

い場
ば

所
しょ

での機
き

動
どう

性
せい

にも優
すぐ

れている。

⑵　トレーラーは，鋼
こう

材
ざい

や杭
くい

材
ざい

，建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

など質
しつ

量
りょう

の大
おお

きな荷
に

物
もつ

を運
はこ

ぶのに使
し

用
よう

される路
ろ

上
じょう

運
うん

搬
ぱん

機
き

械
かい

で，セミトレーラーとフルトレーラーがある。

⑶　アスファルトフィニッシャは，道
どう

路
ろ

舗
ほ

装
そう

において，加
か

熱
ねつ

アスファルト混
こん

合
ごう

物
ぶつ

の敷
しき

均
なら

し等
とう

に用
もち

い

られる。

⑷　トンネルボーリングマシンは，回
かい

転
てん

カッターで岩
がん

石
せき

を連
れん

続
ぞく

的
てき

に切
せっ

削
さく

あるいは破
は

砕
さい

して，トンネ

ルの全
ぜん

断
だん

面
めん

を分
ぶん

割
かつ

しながら切
き

り崩
くず

すものである。

【No. 33】 砂
さ

質
しつ

地
じ

盤
ばん

における薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

のための 調
ちょう

査
さ

項
こう

目
もく

のうち，重
じゅう

要
よう

度
ど

が最
もっと

も低
ひく

い項
こう

目
もく

はど

れか。

⑴　粒
りゅう

度
ど

の組
そ

成
せい

⑵　コンシステンシー

⑶　透
とう

水
すい

性
せい

⑷　地
ち

下
か

水
すい

位
い

【No. 34】 施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

作
さく

成
せい

の留
りゅう

意
い

事
じ

項
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴　発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

の要
よう

求
きゅう

品
ひん

質
しつ

を確
かく

保
ほ

すると共
とも

に，安
あん

全
ぜん

を最
さい

優
ゆう

先
せん

にした施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

とする。

⑵　発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

から示
しめ

された工
こう

程
てい

が最
さい

適
てき

であり，その工
こう

程
てい

で施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

を立
た

てることが大
たい

切
せつ

である。

⑶　過
か

去
こ

の同
どう

種
しゅ

工
こう

事
じ

を参
さん

考
こう

にすると共
とも

に， 新
あたら

しい方
ほう

法
ほう

や改
かい

良
りょう

を試
こころ

みることが大
たい

切
せつ

である。

⑷　計
けい

画
かく

は一
ひと

つのみでなく，代
だい

替
たい

案
あん

を考
かんが

えて比
ひ

較
かく

検
けん

討
とう

し最
さい

良
りょう

の計
けい

画
かく

を採
さい

用
よう

することに努
つと

める。

２級土木(薬注１次).indd   13２級土木(薬注１次).indd   13 2026/09/25   14:28:372026/09/25   14:28:37



―　14　―

【No. 35】 「薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

による建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

に関
かん

する暫
ざん

定
てい

指
し

針
しん

」（昭
しょう

和
わ

 49 年
ねん

建
けん

設
せつ

省
しょう

）にお

ける地
ち

下
か

水
すい

等
とう

の水
すい

質
しつ

監
かん

視
し

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴　水
すい

質
しつ

の監
かん

視
し

における水
すい

質
しつ

検
けん

査
さ

は，公
こう

的
てき

機
き

関
かん

又
また

はこれと同
どう

等
とう

の能
のう

力
りょく

及
およ

び信
しん

用
よう

を有
ゆう

する機
き

関
かん

にお

いて行
おこな

うものとする。

⑵　地
ち

下
か

水
すい

の採
さい

水
すい

地
ち

点
てん

は，薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

箇
か

所
しょ

及
およ

びその周
しゅう

辺
へん

の地
ち

域
いき

の地
ち

形
けい

及
およ

び地
じ

盤
ばん

の状
じょう

況
きょう

，地
ち

下
か

水
すい

の流
りゅう

向
こう

等
とう

に応
おう

じ，監
かん

視
し

の目
もく

的
てき

を達
たっ

成
せい

するため必
ひつ

要
よう

な箇
か

所
しょ

について選
せん

定
てい

するものとする。

⑶　公
こう

共
きょう

用
よう

水
すい

域
いき

等
とう

の採
さい

水
すい

地
ち

点
てん

は，当
とう

該
がい

水
すい

域
いき

の状
じょう

況
きょう

に応
おう

じ，監
かん

視
し

の目
もく

的
てき

を達
たっ

成
せい

するため必
ひつ

要
よう

な箇
か

所
しょ

について選
せん

定
てい

するものとする。

⑷　水
すい

質
しつ

の測
そく

定
てい

値
ち

が水
すい

質
しつ

基
き

準
じゅん

に適
てき

合
ごう

していないおそれのある場
ば

合
あい

は，検
けん

査
さ

回
かい

数
すう

を増
ふ

やすなど監
かん

視
し

体
たい

制
せい

を強
きょう

化
か

しながら施
せ

工
こう

するものとする。

【No. 36】 公
こう

共
きょう

用
よう

水
すい

域
いき

等
とう

の水
すい

質
しつ

監
かん

視
し

項
こう

目
もく

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴　pH 値
ち

とは，溶
よう

液
えき

中
ちゅう

の水
すい

素
そ

イオン濃
のう

度
ど

指
し

数
すう

のことであり，pH ＝ 7 を中
ちゅう

性
せい

とし，それより大
おお

きい範
はん

囲
い

を酸
さん

性
せい

，それより小
ちい

さい範
はん

囲
い

をアルカリ性
せい

という。

⑵　浮
ふ

遊
ゆう

物
ぶっ

質
しつ

（SS）とは， 粒
りゅう

径
けい

2 mm 以
い

下
か

で水
みず

に不
ふ

溶
よう

な懸
けん

濁
だく

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

の浮
ふ

遊
ゆう

固
こ

結
けつ

物
ぶつ

のことであり，

魚
ぎょ

介
かい

類
るい

を窒
ちっ

息
そく

させたり，光
こう

線
せん

の透
とう

過
か

を妨
さまた

げて藻
そう

類
るい

の同
どう

化
か

作
さ

用
よう

を阻
そ

害
がい

したりする原
げん

因
いん

となる。

⑶　生
せい

物
ぶつ

化
か

学
がく

的
てき

酸
さん

素
そ

要
よう

求
きゅう

量
りょう

（BOD）とは，水
すい

中
ちゅう

の嫌
けん

気
き

性
せい

微
び

生
せい

物
ぶつ

の増
ぞう

殖
しょく

あるいは呼
こ

吸
きゅう

作
さ

用
よう

によっ

て消
しょう

費
ひ

される溶
よう

存
ぞん

酸
さん

素
そ

量
りょう

のことで，この数
すう

値
ち

が大
おお

きいほど水
すい

質
しつ

が汚
お

濁
だく

していることを示
しめ

す。

⑷　化
か

学
がく

的
てき

酸
さん

素
そ

要
よう

求
きゅう

量
りょう

（COD）とは，水
すい

中
ちゅう

の酸
さん

化
か

しない物
ぶっ

質
しつ

によって純
じゅん

粋
すい

に化
か

学
がく

的
てき

に消
しょう

費
ひ

さ

れる酸
さん

素
そ

量
りょう

のことであり，この数
すう

値
ち

が大
おお

きいほど水
すい

中
ちゅう

の汚
お

染
せん

物
ぶっ

質
しつ

の量
りょう

が多
おお

いことを示
しめ

す。

【No. 37】 労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

上
じょう

，高
たか

さ 2 m 以
い

上
じょう

の足
あし

場
ば

（つり足
あし

場
ば

を除
のぞ

く）に設
もう

ける作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

に関
かん

す

る記
き

述
じゅつ

のうち，事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が講
こう

じなければならない措
そ

置
ち

として，誤
あやま

っているものはどれ

か。

⑴　作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

の端
たん

部
ぶ

開
かい

口
こう

部
ぶ

に設
せっ

置
ち

する中
なか

さんは，原
げん

則
そく

として 35 cm 以
い

上
じょう

 50 cm 以
い

下
か

の高
たか

さのもの

を設
もう

けなければならない。

⑵　作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

の幅
はば

は，40 cm 以
い

上
じょう

とする。

⑶　床
ゆか

材
ざい

間
かん

の隙
すき

間
ま

は， 5 cm 以
い

下
か

とする。

⑷　作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

の端
たん

部
ぶ

開
かい

口
こう

部
ぶ

に設
せっ

置
ち

する手
て

すりは，原
げん

則
そく

として 85 cm 以
い

上
じょう

の高
たか

さのものを設
もう

けなけ

ればならない。
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【No. 38】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

周
しゅう

辺
へん

の環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

対
たい

策
さく

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴　作
さ

業
ぎょう

待
ま

ち時
じ

は，建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

等
とう

のエンジンをアイドリング状
じょう

態
たい

にしておく。

⑵　土
ど

運
うん

搬
ぱん

による土
ど

砂
しゃ

飛
ひ

散
さん

防
ぼう

止
し

については，過
か

積
せき

載
さい

防
ぼう

止
し

，荷
に

台
だい

のシート掛
が

けを励
れい

行
こう

する。

⑶　施
せ

工
こう

にあたっては，井
い

戸
ど

枯
が

れ，自
し

然
ぜん

生
せい

物
ぶつ

の保
ほ

護
ご

等
とう

，近
きん

隣
りん

環
かん

境
きょう

への影
えい

響
きょう

を考
こう

慮
りょ

する。

⑷　工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

周
しゅう

辺
へん

の家
か

屋
おく

，施
し

設
せつ

等
とう

の有
う

無
む

や騒
そう

音
おん

又
また

は振
しん

動
どう

源
げん

との距
きょ

離
り

等
とう

を事
じ

前
ぜん

に調
ちょう

査
さ

する。

【No. 39】 「建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

に係
かか

る資
し

材
ざい

の再
さい

資
し

源
げん

化
か

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」（建
けん

設
せつ

リサイクル法
ほう

）に定
さだ

められてい

る特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

資
し

材
ざい

に該
がい

当
とう

しないものはどれか。

⑴　アスファルト・コンクリート

⑵　コンクリート

⑶　建
けん

設
せつ

発
はっ

生
せい

土
ど

⑷　木
もく

材
ざい
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【No. 40】 建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の走
そう

行
こう

に必
ひつ

要
よう

なコーン指
し

数
すう

の値
あたい

に関
かん

する文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の  　  のイ～ニに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものはどれか。

・普
ふ

通
つう

ブルドーザ（15 t 級
きゅう

）よりダンプトラックの方
ほう

がコーン指
し

数
すう

は  イ  。

・スクレープドーザより  ロ  の方
ほう

がコーン指
し

数
すう

は小
ちい

さい。

・自
じ

走
そう

式
しき

スクレーパ（小
こ

型
がた

）より超
ちょう

湿
しっ

地
ち

ブルドーザの方
ほう

がコーン指
し

数
すう

は  ハ  。

・普
ふ

通
つう

ブルドーザ（21 t 級
きゅう

）より  ニ  の方
ほう

がコーン指
し

数
すう

は大
おお

きい。

  イ ロ ハ ニ

⑴　大
おお

きい   超
ちょう

湿
しっ

地
ち

ブルドーザ   小
ちい

さい   ダンプトラック

⑵　大
おお

きい   自
じ

走
そう

式
しき

スクレーパ（小
こ

型
がた

）   大
おお

きい   ダンプトラック

⑶　小
ちい

さい   自
じ

走
そう

式
しき

スクレーパ（小
こ

型
がた

）   小
ちい

さい   湿
しっ

地
ち

ブルドーザ

⑷　小
ちい

さい   超
ちょう

湿
しっ

地
ち

ブルドーザ   大
おお

きい   湿
しっ

地
ち

ブルドーザ

【No. 41】 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

曲
きょく

線
せん

（バナナ曲
きょく

線
せん

）に関
かん

する①～④の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なもののみを全
すべ

て

あげている組
くみ

合
あわ

せはどれか。

①　工
こう

程
てい

管
かん

理
り

曲
きょく

線
せん

の縦
たて

軸
じく

は出
で

来
き

高
だか

比
ひ

率
りつ

で，横
よこ

軸
じく

は時
じ

間
かん

経
けい

過
か

比
ひ

率
りつ

である。

②　出
で

来
き

高
だか

累
るい

計
けい

曲
きょく

線
せん

は，一
いっ

般
ぱん

に S 字
じ

型
がた

となる。

③　実
じっ

施
し

工
こう

程
てい

曲
きょく

線
せん

が上
じょう

方
ほう

限
げん

界
かい

を下
した

回
まわ

り，下
か

方
ほう

限
げん

界
かい

以
い

上
じょう

であれば許
きょ

容
よう

範
はん

囲
い

内
ない

である。

④　実
じっ

施
し

工
こう

程
てい

曲
きょく

線
せん

が下
か

方
ほう

限
げん

界
かい

を下
した

回
まわ

るときは，工
こう

程
てい

が進
すす

み過
す

ぎている。

⑴　①②

⑵　②④

⑶　①②③

⑷　②③④

※　問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

 No.40 ～ No.47 までの 8 問
もん

題
だい

は，施
せ

工
こう

管
かん

理
り

法
ほう

（基
き

礎
そ

的
てき

な能
のう

力
りょく

）の必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

です 

から全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。
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【No. 42】 下
か

図
ず

のネットワーク式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

に関
かん

する文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の  　  のイ～ニに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，正
ただ

しいものはどれか。

ただし，図
ず

中
ちゅう

のイベント間
かん

の A～H は作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

，数
すう

字
じ

は作
さ

業
ぎょう

日
にっ

数
すう

を表
あらわ

す。

・ イ  及
およ

び  ロ  は，クリティカルパス上
じょう

の作
さ

業
ぎょう

である。

・作
さ

業
ぎょう

 F の最
さい

早
そう

開
かい

始
し

時
じ

刻
こく

は， ハ  である。

・この工
こう

程
てい

全
ぜん

体
たい

の工
こう

期
き

は， ニ  である。

  イ ロ ハ ニ

⑴　作
さ

業
ぎょう

 C   作
さ

業
ぎょう

 F   10 日
にち

   21 日
にち

⑵　作
さ

業
ぎょう

 C   作
さ

業
ぎょう

 F    8 日
にち

   21 日
にち

⑶　作
さ

業
ぎょう

 D   作
さ

業
ぎょう

 G   10 日
にち

   20 日
にち

⑷　作
さ

業
ぎょう

 D   作
さ

業
ぎょう

 G    8 日
にち

   20 日
にち
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【No. 43】 労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

上
じょう

，型
かた

枠
わく

支
し

保
ほ

工
こう

の安
あん

全
ぜん

管
かん

理
り

に関
かん

する文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の  　  のイ～ニに

当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，正
ただ

しいものはどれか。

・事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は，型
かた

枠
わく

支
し

保
ほ

工
こう

の組
くみ

立
た

て等
とう

  イ  に，作
さ

業
ぎょう

中
ちゅう

，要
よう

求
きゅう

性
せい

能
のう

墜
つい

落
らく

制
せい

止
し

用
よう

器
き

具
ぐ

等
とう

及
およ

び保
ほ

護
ご

帽
ぼう

の使
し

用
よう

状
じょう

況
きょう

について監
かん

視
し

させなければならない。

・事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は，型
かた

枠
わく

支
し

保
ほ

工
こう

を組
く

み立
た

てるときは， ロ  を作
さく

成
せい

し，かつ，この  ロ  により

組
く

み立
た

てなければならない。

・事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は，コンクリートの打
だ

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うときは， ハ  に，型
かた

枠
わく

支
し

保
ほ

工
こう

を  ニ  し

なければならない。

  イ ロ ハ ニ

⑴　監
かん

視
し

員
いん

   仕
し

様
よう

書
しょ

   その日
ひ

の作
さ

業
ぎょう

する前
まえ

   清
せい

掃
そう

⑵　監
かん

視
し

員
いん

   組
くみ

立
たて

図
ず

   前
ぜん

日
じつ

まで   点
てん

検
けん

⑶　作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

   仕
し

様
よう

書
しょ

   前
ぜん

日
じつ

まで   清
せい

掃
そう

⑷　作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

   組
くみ

立
たて

図
ず

   その日
ひ

の作
さ

業
ぎょう

する前
まえ

   点
てん

検
けん

【No. 44】 品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

に用
もち

いられる x-R 管
かん

理
り

図
ず

に関
かん

する①～④の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なもののみを全
すべ

てあげている組
くみ

合
あわ

せはどれか。

①　x 管
かん

理
り

図
ず

は，工
こう

程
てい

平
へい

均
きん

を各
かく

組
くみ

ごとのデータの平
へい

均
きん

値
ち

で管
かん

理
り

する。

②　R 管
かん

理
り

図
ず

は，工
こう

程
てい

のばらつきを各
かく

組
くみ

ごとのデータの最
さい

大
だい

・最
さい

小
しょう

の差
さ

で管
かん

理
り

する。

③　x 管
かん

理
り

図
ず

と R 管
かん

理
り

図
ず

を併
へい

用
よう

したものが x-R 管
かん

理
り

図
ず

である。

④　x-R 管
かん

理
り

図
ず

の管
かん

理
り

線
せん

として，バナナカーブ及
およ

び上
じょう

方
ほう

・下
か

方
ほう

管
かん

理
り

限
げん

界
かい

がある。

⑴　①②

⑵　③④

⑶　①②③

⑷　②③④
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【No. 45】 注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

料
りょう

搬
はん

入
にゅう

時
じ

の数
すう

量
りょう

管
かん

理
り

に関
かん

する文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の  　  のイ～ニに当
あ

てはまる

語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものはどれか。

・水
みず

ガラスの入
にゅう

荷
か

時
じ

には  イ  の写
しゃ

真
しん

を撮
さつ

影
えい

すると共
とも

に，メーカーによる  ロ  をその

都
つ

度
ど

監
かん

督
とく

職
しょく

員
いん

に提
てい

出
しゅつ

するものとする。

・硬
こう

化
か

剤
ざい

等
とう

については， 入
にゅう

荷
か

時
じ

に  イ  の写
しゃ

真
しん

を撮
さつ

影
えい

すると共
とも

に，  ハ  をその都
つ

度
ど

監
かん

督
とく

職
しょく

員
いん

に提
てい

出
しゅつ

するものとする。

・監
かん

督
とく

職
しょく

員
いん

等
とう

は，必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて，材
ざい

料
りょう

入
にゅう

荷
か

時
じ

の写
しゃ

真
しん

，  ロ  等
とう

について  ニ  等
とう

と 照
しょう

合
ごう

すると共
とも

に，水
みず

ガラスの  ロ  の内
ない

容
よう

をメーカーに照
しょう

合
ごう

するものとする。

  イ ロ ハ ニ

⑴　搬
はん

入
にゅう

状
じょう

況
きょう

   数
すう

量
りょう

証
しょう

明
めい

書
しょ

   納
のう

入
にゅう

伝
でん

票
ぴょう

   作
さ

業
ぎょう

日
にっ

報
ぽう

⑵　出
しゅっ

荷
か

伝
でん

票
ぴょう

   品
ひん

質
しつ

証
しょう

明
めい

書
しょ

   納
のう

入
にゅう

伝
でん

票
ぴょう

   チャート紙
し

⑶　搬
はん

入
にゅう

状
じょう

況
きょう

   品
ひん

質
しつ

証
しょう

明
めい

書
しょ

   計
けい

量
りょう

証
しょう

明
めい

書
しょ

   作
さ

業
ぎょう

日
にっ

報
ぽう

⑷　出
しゅっ

荷
か

伝
でん

票
ぴょう

   数
すう

量
りょう

証
しょう

明
めい

書
しょ

   計
けい

量
りょう

証
しょう

明
めい

書
しょ

   チャート紙
し

【No. 46】 注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

料
りょう

の品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

に関
かん

する文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の  　  のイ～ニに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものはどれか。

・薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

では，材
ざい

料
りょう

の品
ひん

質
しつ

や数
すう

量
りょう

等
とう

の重
じゅう

要
よう

な管
かん

理
り

のほとんどは一
いっ

般
ぱん

に  イ  で 行
おこな

われる。

・注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

料
りょう

の搬
はん

入
にゅう

時
じ

に材
ざい

料
りょう

の風
ふう

袋
たい

等
とう

から  ロ  の問
もん

題
だい

がないことを確
かく

認
にん

の上
うえ

，雨
あめ

等
とう

の水
みず

に濡
ぬ

れないところに保
ほ

管
かん

する。

・薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

に用
もち

いる材
ざい

料
りょう

の調
ちょう

合
ごう

に際
さい

しては，一
いっ

般
ぱん

に比
ひ

重
じゅう

の  ハ  ものから先
さき

に調
ちょう

合
ごう

槽
そう

に投
とう

入
にゅう

する。

・材
ざい

料
りょう

のゲル化
か

時
じ

間
かん

の確
かく

認
にん

方
ほう

法
ほう

は，一
いっ

般
ぱん

にカップ倒
とう

立
りつ

法
ほう

が用
もち

いられるが，ゲル化
か

時
じ

間
かん

が非
ひ

常
じょう

に 

ニ  ものについては， 調
ちょう

合
ごう

後
ご

ビニール袋
ぶくろ

等
とう

を利
り

用
よう

する方
ほう

法
ほう

もある。

  イ ロ ハ ニ

⑴　プラント   風
ふう

化
か

   小
ちい

さい   長
なが

い

⑵　プラント   腐
ふ

食
しょく

   小
ちい

さい   短
みじか

い

⑶　製
せい

造
ぞう

工
こう

場
じょう

   風
ふう

化
か

   大
おお

きい   長
なが

い

⑷　製
せい

造
ぞう

工
こう

場
じょう

   腐
ふ

食
しょく

   大
おお

きい   短
みじか

い
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【No. 47】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

における固
こ

結
けつ

部
ぶ

分
ぶん

の 強
きょう

度
ど

を確
かく

認
にん

するための方
ほう

法
ほう

に関
かん

する文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の 

　  のイ～ニに当
あ

てはまる語
ご

句
く

又
また

は数
すう

値
ち

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものはどれか。

・原
げん

位
い

置
ち

で強
きょう

度
ど

を確
かく

認
にん

する方
ほう

法
ほう

のうち，  イ  は簡
かん

便
べん

な方
ほう

法
ほう

であり，通
つう

常
じょう

はこの方
ほう

法
ほう

で効
こう

果
か

の確
かく

認
にん

を行
おこな

っている例
れい

がほとんどである。

・室
しつ

内
ない

試
し

験
けん

である  ロ  及
およ

び三
さん

軸
じく

圧
あっ

縮
しゅく

試
し

験
けん

は，固
こ

結
けつ

部
ぶ

分
ぶん

の強
きょう

度
ど

の増
ぞう

加
か

を確
かく

認
にん

するための優
すぐ

れ

た方
ほう

法
ほう

であるが，薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

によって固
こ

結
けつ

した地
じ

盤
ばん

に対
たい

しては，自
し

然
ぜん

堆
たい

積
せき

地
じ

盤
ばん

以
い

上
じょう

に供
きょう

試
し

体
たい

の

整
せい

形
けい

に注
ちゅう

意
い

する必
ひつ

要
よう

がある。

・原
げん

位
い

置
ち

で強
きょう

度
ど

を確
かく

認
にん

する方
ほう

法
ほう

として，  ハ   及
およ

びプレシオメーター試
し

験
けん

（旧
きゅう

名
めい

称
しょう

：孔
こう

内
ない

水
すい

平
へい

載
さい

荷
か

試
し

験
けん

）等
とう

がある。  ハ  は調
ちょう

査
さ

深
しん

度
ど

が  ニ  m 以
い

浅
せん

であり，砂
さ

質
しつ

土
ど

層
そう

に浸
しん

透
とう

注
ちゅう

入
にゅう

した N 値
ち

が 30 以
い

下
か

の固
こ

結
けつ

部
ぶ

分
ぶん

に適
てき

用
よう

される。

  イ ロ ハ ニ

⑴　電
でん

気
き

比
ひ

抵
てい

抗
こう

法
ほう

   室
しつ

内
ない

透
とう

水
すい

試
し

験
けん

   現
げん

場
ば

透
とう

水
すい

試
し

験
けん

   30

⑵　標
ひょう

準
じゅん

貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

   一
いち

軸
じく

圧
あっ

縮
しゅく

試
し

験
けん

   動
どう

的
てき

コーン貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

   20

⑶　電
でん

気
き

比
ひ

抵
てい

抗
こう

法
ほう

   一
いち

軸
じく

圧
あっ

縮
しゅく

試
し

験
けん

   動
どう

的
てき

コーン貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

   20

⑷　標
ひょう

準
じゅん

貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

   室
しつ

内
ない

透
とう

水
すい

試
し

験
けん

   現
げん

場
ば

透
とう

水
すい

試
し

験
けん

   30
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